
池ノ奥2号墳玄室
遺物出土状況（第2層）

池ノ奥2号墳玄室内屍床
（東から）

池ノ奥2号境玄室内屍床
（西から）
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池ノ奥2号墳閉塞状況（診
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池ノ奥2号境盛土除去後

池ノ奥2号墳石室の石組み
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池ノ奥2号墳床面

池ノ奥2号墳床面除去後
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池ノ奥2号墳最終床面

池ノ奥2号墳
石室床面の調査状況
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池ノ奥2号墳
焼土境内遺物出土状況
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池ノ奥1号境出土遺物
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池ノ奥1号墳出土遺物
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池ノ奥1号墳出土遺物

室
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池ノ奥1号墳出土遺物
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車＿＿干眉甲主軍
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池ノ奥1号墳出土遺物
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池ノ奥1号墳出土遺物
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池ノ奥1号墳出土遺物
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池ノ奥1号墳出土遺物
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池ノ奥1号墳出土遺物



池ノ奥1号境出土遺物
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池ノ奥1号墳出土子持ち壷
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池ノ奥2号墳出土遺物



池ノ奥2号墳出土遺物
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池ノ奥2号墳出土遺物
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池ノ奥2号墳出土遺物



特殊円筒棺
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池ノ奥C o D遺跡

1．調査に至る経緯

東工業団地内の調査は，昭和61年度においてはイガラビ遺跡を実施していたが・遺跡の

調査区の北側に所在する低丘陵の斜面を踏査中・斜面上から突帯を付けた極めて特異な聾

片を表面採集した。そこでイガラビ遺跡の調査区の方から2本のトレンチを設定して調査

した。しかし，表土から地山面まで平均40cm掘り下げでも．摩滅した須恵器饗片や中世の

陶器片が僅かに出土しただけで，特殊土器片は含まれていなかった。

そこで，特殊土器は丘陵の上部にあるものと仮定し，イガラビ遺跡直上の丘陵尾根を分

布調査した。

尾根は，西方に所在する池ノ輿1号墳の方から徐々に傾斜していくが丘陵の突端部に向

けてはまた逆に高くなっていく。

分布調査の結果，、この尾根が最も低くなるところを中心に，表土上から多数の賓片に混

じってr同様の特殊土器片も多く発見され蓼・大体半径10m四万位の尾根から斜面にかけて，

なんらかの遺構があるものと推定された。この一帯を池ノ奥C遺臥　また丘陵先端部を池

の奥D遺跡と呼称することになった。

これらの土器類は，全て破片で発見され，しかも表面採集によって多量に発見されたこ

とや．遺跡の東南部は調査地点で畑に開墾されていたことなどから・かなり撹乱を受けた

結果であろうことが容易に推測された。

しかし，それ以外の地区では，一部今回の工事のためにブルトーザーの走った形跡があ

るにせよ，近年全く人為的な改変が行われていないように見受けられたので遺構の大部分

は残存している可能性も考えられた。

、1）池ノ奥D遺跡

東西15m．南北20m．高さ1．5m程の古墳と推定したので，最高所を中心に東西に幅

2m，長さ13mf　南北に幅2m，長さ15血の直交するトレンチを設定して調査した。

（第1図）‾調査期間は昭和62年4甘2日～昭和62年4月13日までの内・7．5日間を要し

た。

．2）池ノ奥C遺跡

調査区は，隣接する池ノ奥2号境の石室主軸を基準として5mの方眼を組み，第1図

のよう、に設定した。グリッド西南端の杭をもってグリッド名とする。

調査期間は昭和62年4月2日～昭和62年8月11日までの内・62日間を要した0
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2．調査の概要

調査の結果，池ノ奥D遺跡からは遺構は検出されず，表土及び第2層から特殊土器A類

を含む須恵器片29が出土したのみであった。

池ノ輿C遺跡からは小形石棺一基．集石群，溝状遺構2，土壌15基が検出され（第2図）．

遺物は特殊土器20個体以上．須恵器の蛮18個体以上．その他の須恵器類多数が出土し，破

片総数3．000片を数えた。

日）土層について

1）G2杭～G6杭（第3－1図－①）

遺跡の中央部を南西から北東へ等高線にはぼ直交する土層断面である。

G2杭からG3杭までは表土と暗褐色砂質土の2層であり，表土から20～30cmで明

褐色～黄褐色粘性土の地山に達する。

G3杭からG5杭までは．第2層の暗褐色～茶褐色砂質土の下に第3層暗褐色砂質

土がみられ，土壌群の基盤となっている。この土層は10～40cmの堆積があり，表土か

ら30～70cmで黄褐色粘性土の地山に達する。

G5杭からG6杭までは，表土から地山までの問に6層にわたる堆積があり，南西

部や南東部から流れ込んだ様相が見られる。第1層表土は黒褐色土，第2層は明褐色

～褐色砂質土．第3層は褐色～やや暗褐色砂質土，第4億は暗褐色～黒褐色土．第5

層は暗黄褐色砂質土，第6層は黄褐色砂質土であり，表土から50～85cmで黄褐色～明

褐色粘性土の地山に達する。

遺物はG2～G6間の第4層までの各層に特殊土器を含む須恵器片多数が出土して

いる。

2）E4杭～I4抗（第3－1図－④）

1）のGラインにG4杭で直交する土層断面である。表土は茶褐色～暗褐色土，第2

層は褐色～茶褐色砂質土，第3層は明褐色砂質土であり，この第3層から土壌群が検

出されている。表土から第4層明褐色～黄褐色粘性土の地山までは30～70cmを測る。

遺物は各層にわたって出土している。

、3）I4杭～K4杭（第3－2図－④）

2）の4ラインから続くD遺跡の東西の土層断面である。表土と第2層黄褐色砂質土

の下は黄褐色～明褐色粘性土の地山であり，表土からは10～40cmを測る。

遺物は特殊土器を含む須恵器片が出土している。

4日3区～J5区（第3－2図－④）
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3）のD遺跡東西ラインに直交する南北の土層断面である。南側のJ3区一帯は．畑

の耕作で削平され低くなっている。大部分が暗褐色砂質土の表土一層であるが．J4

区中央部の約2mの範囲にのみ第2一層褐色砂質土が10cm弱堆積している。表土から黄

褐色～明褐色粘性土の地山までは10～25cmを測る。

遺物は特殊土器を含む須恵器片数点が出土している。

15）G2区～H2区（第3－2図－⑤）

1）のGラインにG2杭北2mで直交する土層断面である。G2区東端は畑耕作によ

り削平されている。表土と第2層褐色砂質土からなり明褐色土の地山に至るのである

が・その地山がGライン東1mまでに70cm余りも落ち込み凹凸を繰り返しながら現在

の畑の地山に続いていっている。G2区の第2層褐色砂質土中の遺物に明治5年の銀

銭◎ガラス製品・I2区第3層に寛永通宝があることから，Gライン東からの落ち込

みは近世一明治頃の削平の判断した。

以上見てきたように・この遺跡の基本的な層序としては第1層表土，第2層褐色系

砂質二L　第3層黄褐色～明褐色砂質土，第4層黄褐色～明褐色粘性土（地山）となる。

検出された遺構群は第3層から地山に掘りこまれている事が判った。

〔各土層中出土の遺物〕（第4図－）

1）表土中の遺物
註1　　　　註2

1は高台付杯で底部外面に回転ナデを施す。（柳浦3式，高広ⅢB嘲）2は無高台

の杯で回転糸切り後，多方向にナデる。3は盤である。回転糸切り。（柳浦4式，高

広ⅣA明）4は小形の高杯で脚部の四方に切り込み様の透かしを持っ。5は短頸壷で，

体部に櫛状工具による刻み目を施す。6は備前焼きの蜜か壷の底部である。

2）第2層中の遺物
註3

告　8は小形化した杯蓋である。（山本編年Ⅳ取　高広ⅡA靭）9は端部が欠けて

いて形態禾明であるが・実測図では蓋状のものを想定した。10，11，12は立ち上がり

を持つ杯身である。（山本Ⅳ取　高広ⅡA明）13はかえりの付く小形の蓋であるが，

中心部を欠き，つまみの有乳形状は禾明である。14は低い輪状つまみを付ける蓋で

あるが端部の形状は禾明である。15は杯の破片である。高台が付くと思われる。16は

屈曲口縁の杯である。17は高杯の脚部片，18は低脚の付く歯，19は小堀である。20，

21は短頸壷である。21の体部には板状工具による刻み目が施されている。22は広口嵐

23・24は長頸壷である。25は円面硯で脚部に長方形の透かしを上段四方，下段四方に

穿っ。使用痕は無い′。26は小形の平瓶である。水滴として使われたものであろう。（奈
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第4－1図　表土及び第2層出土遺物実測図
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転義志孟　31，38，39
スケール

第4－2図　第2～第4層出土遺物実測図
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良明）27は蓋受けを持つ杯である。0．8～1．2と厚手。口縁端部を内外につまみだし

て，やや内側に傾斜した平坦面を作り蓋受けとしている。底部は回転へラ切り未調整

その他は内外面共回転ナデ調整で，通常のⅣ明の杯身とは形態も手法も異なる。28～

30は聾で28は口縁部，29は体部の破片であり，30は口縁部に波伏文を三段施す。31は

鍍金環で外径2．0cm，内径1．0cmを測る。

3）第3膚中の遺物

32は杯蓋である。（山本Ⅳ嘲，高広ⅡA嘲）33，34は高台付杯であるが，33は底部

に静止糸切り痕，34は回転糸切り痕を残し，高台の高さ，高台の付く位置が異なる。

35はj乱　36は壷又は腺の底部か。37は長頸壷で底部外面にへラ記号（×）を持っ　38，

39は寛永通宝である。

4）第4層中の遺物

40は立ち上がりを持つ杯身である。（山本Ⅳ明．高広ⅡA靭）

（2）遺構とその出土遺物について

1）小形石棺（第5図）

E4区検出。丘陵の東斜面に位置し，標高は床面で36．5m。．長軸を南北にとる。石

棺の内径は南北長70cm，東西長30cm，高さ35cmを測る。

十

寺

37．00

第5図　小形石棺
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黄褐色粘性土の地山を1．2×0．8mの範囲で深さ10～20cm掘り込んで平坦面を作り，

掘り方とする。その内側を石の幅だけさらに2～8cm掘り込んで東西の側石をたて，

その側石ではさむように小口石をたてる。東側の側石は縦35×横85×厚み10～20cm，

西側の側石は縦35×構85×厚み20cm，南側の小口石は縦35×横33×厚み10cmの割石で

ある。北側の小口石は残存していない。掘り方底面には1～5cm厚みで褐色砂質土を

敷き．その上に縦10～15×慎20×厚み5cmの板石を7枚置いて敷石としている。

天井石は残存しておらず，石棺内には10～25cm大の石が4個と特殊土器A類（第25

図1，2）の破片がやや暗い褐色土と共に流れ込んでいた。墳丘は確認できなかった。

2）集石群（第6図）

F4区．G4区の表土及び第2層中から10～70cm大の石200個余りが・約8m四方

の広さに散乱した状態で検出された。石の上下や間からは，特殊土器片を含む多数の

須恵器片が出土している。

3）SD－01（第7図）

J2～K2区の地山面より検出。上端幅40cm～1m，下端幅15～65cm・深さ12cmの

U字状を呈し，長さは約4mを測る。西南方向に自然に消滅する。出土遺物はいずれ

も溝底からかなり浮いた状態，もしくは溝の外から出土している。

第7図　SD01
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〔出土遺物〕（第8図）

41は宝珠状のつまみとかえりを持つ蓋である。（柳浦1式，高広ⅡB明）42も41と

同型のものであるがつまみを欠損している。43～45は同型の杯で41，42の蓋とセット

雲　－ノア

l

ノ

l
4 7

第8図　SDOl出土遺物実測図
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になるようなタイプのものである。46は魅，47～49は長頸壷で，48はほぼ完形である。

50は横瓶，51はかなり大形の管状の土錘である。

4）SD－02（第9図）

□3区の耕作土直下で検出。削平を受けており南西端は確認できなかった。上端幅

75cm，下端幅60cm，深さ10cm，長さ2．2m以上を測る。溝の埋土は黒褐色土一層であ

る。

〔出土遺物〕－（第10図，第25図）

須恵器の婆片（68，70，75，80），特殊土器片A e C類がある。

3）SK－01（第11図）

G3区検出。G4杭南東2．5m程の範囲に禾整形な落ち込みが連なって検出された。

深さは20～40cmを測る。上層には10～45cm大の石と共に暗褐色～褐色の砂質土が，下

層には褐色～暗褐色の粘性土が堆積しており，多数の土器片が出土した。

砲
A



〔出土遺物〕（第10図，第25図）

52は青白磁の梅瓶の小破片である0櫛を施文具とした渦文を施す。中国宗代の輸入

陶磁の第3期で13世紀南宗後半のものかと思われる。53はかえりの付く蓋である。54

は屈曲口縁の杯で・底部に回転糸切り痕を残す。（柳浦4式）他に須恵器蛮片（72，

∠≡∃至当ゝ

■

第10－1図　遺構中の出土遺物実測図0）
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第10－2図　遺構中の出土遺物実測図は）
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81 三三yl三
酎0－4図遺構中の出土遺物実測図（4）81～85スケール』蒜≡三』の

74），特殊土器片A◎D e n◎I◎J eM類がある。
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6）SK－02（第12図）

B4杭を中心として東西2．5m，南北2．5mの範囲に検出された土壌の集まりである。

第3層の明褐色砂質土から地山にかけて掘り込まれている。平面プラン時出時の埋土

の状態は，①土壌の黒褐色土を中心として，④◎⑥土壌の暗褐色土，その周辺部のや

や暗い褐色土等が複雑に切り合っていた。①◎④◎⑥土壌内に遺物が集中していたの

で，これらを中心に述べる。①土壌は上端で50×60cmの隅丸方形を呈し，深さは10～

14cmを測る。上層には黒褐色土，下層には暗褐色土が堆積していた。④土壌は①の直

下に在り，上端で68×105cmの長方形を呈し，深さは20～30cmを測る。暗褐色土が堆

積していた。⑥土壌は④とⅤ字をなしており，上端で60×120cmの長方形を呈し．深

さ9～25cmを測る。黄褐色～黒褐色土が堆積していた。

〔出土遺物〕（第10図，第25図）

55は立ち上がりを持つ杯身である。（山本Ⅳ乳　高広ⅡA明）56，57は長頸壷であ

る。他に須恵器蛮片（65，67，68．71，72，74，75，76，78），特殊土器片A◎B◎

C e D e E◎F eI。J◎K。Me P◎R類，鉄釘（81）等が出土している。

7）SK－03（第13図）

B2区東南隅より検出。禾整な長円形を呈し，東西径70cm．南北径205cm，深さ約

30cmを測る。埋土は暗褐色二一褐色土である。－底面から5～20cm上で，長さ35～456恥
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太さ7～8cmの木材4～5本分が炭化して出土した。壊底がかすかに焼けていたが壁

面は焼けていないので火が燃やされたのはそんなに長時間ではないであろう。

〔出土遺物〕（第10図）

須恵器小片3，うち一片は68の窪片である。

8）SK－04（第14図）

G4区検出。やや禾整な隅丸長方形を呈し，東西105cm　南北40～50cm．深さ25cm

を測る。底面にはさらに二つのピットがあり，東側のピットは上端径20×30cm，深さ

10～15C皿′　西側のピットは上端径30×24cm，深さ10cmを測る。埋土はピット中が暗褐

色土一　ピットより上は一部暗褐色土で大部分は暗黄褐色土である。
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〔出土遺物〕（第10図，第25図）

須恵器婆片（67，71，73），特

殊土器片A◎F eB◎I類がある。

9）SK－05（第15図）

SD－02の直下から東にかけ

て検出された禾整形土壌のあっま

嗜9　りである。①土壌は64×155。皿，

屯タ　　　36．50
深さ20cmを測り，埋土は暗黒褐色

も④土壌は70×180cm・深さ16

…，　　　　cmで，埋土は茶褐色土，④土壌は

I　やや暗い

黄褐色土　60×70cm，深さ13cm，埋土は暗褐

孟票監　色～やや暗い褐色土である。
ⅣIに同じ

忘表表表孟▼酎4図SKM　Ⅴ明黄褐色土　〔出土遺物〕（第10図，第25図）
50C撥

58は無高台の杯で口縁部がかなり変形している。底部外面にへラ記号がある。（高

広ⅡB胡）他に須恵器蛮片（68．70，77，80），特殊土器片A類がある。

10　SK－06（第16図）

G4区検出の禾整形土輝である。最大長180cm・深さ5～13cmを測る。北と南の端

がピット状に深くなる。埋土は暗黄褐色土に礫．転石を含む。
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〔出土遺物〕（第10図．第25図）

題意器賓片（67，72，74主特殊土器片B類がある。

1D SK－07（第16図）

SK－06の南西に隣接する禾整形土男である。最大長180cm，深さ20cmを測る。

埋土は暗褐色土に大～小礫を含む。

〔出土遺物〕（第10図，第25図）

59は平瓶の天井部と底部である。天井部には円形の粘土板で閉じた痕跡があり，肩
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第16図　SKO6′　SKO7

都には注口の立ち上がり部分が見える。他に特殊土器片且◎I◎K。R類がある。

12）SK－08（第17図）

n4区検出。東西65C乱　南北50cmの隅丸方形を呈し，深さは最深部で30cmを測る。

埋土はやや暗い褐色土である。

〔出土遺物〕（第10図，第25図）

須恵器蛮片（66．69）と土壌上端及び土壌外から鉄釘（83，83）が出土している。

13）SK－09（第18図）

G4杭直下で検出。50×65cmの楕円形を呈し，深さは30cmを測る。埋土は暗褐色土
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である。

〔出土遺物〕

須恵器小片3

14）SK－10（第19図）

SK－09の北に隣接する。

禾整な方形を呈し，東西長

110×南北110cm，深さ40～

50cmを測る。域底中央部が窪

み，二段になる。上層には7

～40cm大の石32個が暗褐色土

と共に詰まっており，下層に

は褐色系の土が5層にわたっ

て堆積していた。遺物は上層の石と共に出

土している。

〔出土遺物〕（第10図，第25図）

須恵器賓片（67．72，73，74），特殊土

器片C e D eI類がある。

15）SK－11（第20図）

G4区検出。SK－10の北に隣接する。

やや禾整形な方形を呈し，東西長65×南北

長70cm，深さ30cmを測る。5～40cm大の石

が14個暗褐色土と共に詰まっていた。

〔出土遺物〕

須恵器賓片3

16）SK－12（第21図）

n3杭北3mで検出。直径80－85cmの円

形を呈し・深さは10～15cmを測る。埋土は暗褐色土で，遺物は無かった。

17）SK－13（第21図）

SK－12の西北に隣接する。直径65～75cmのやや禾整な円形を呈し，深さは70cm

を測る。遺物は無かった。

18）SK－14（第22図）
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I　暗褐色土
I　褐色土

Ⅲ　やや暗い褐色土
Ⅳ　やや明るい褐色土
Ⅴ　Ⅲよりも暗い褐色土
Ⅵ　淡灰褐色土
Ⅶ　褐色土（暗灰褐色ブロック混）
Ⅶ　淡黄褐色土
Ⅸ　暗褐色粘性土
Ⅹ　明褐色土

図中の番号◎記号は

遺物番号e記号を表す。

17柁

第19図　SKl O
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第20図　SK11

73，78），特殊土器片A e B e

E e L e0類がある。

19）SK－15（第23図）

n4杭東南部より検出。SK

－02の東側に位置する。卵型

の土壌が2基在り，それらに接

して大窪の体～底部が残存して

いた。前記の二つの土壌のうち，

西側のものは東西80×南北55

×深さ20cm，北側のものは85×

115×20cmを測る。埋土はいず

れもやや暗褐色土～黒褐色土を

呈し，大賓の口縁～体部片を含む

多量の須恵器片を出土している。

E3～E4検出。2．0×2．6mの禾整形な菱形状

を呈し，深さ20cmを測る。南西偶には落ち込みがあ

り，南側の上端にはピット‰1，2が．底面にはピ

ットNo．3～10が検出された。ピットの法量は，Pl

（東西23×南北20×深さ8）cm，P2（34×23×10）

cm，P3（23×23×11）cm，P4（21×18×16）cm，

P5（34×29×28）cm，P6（24×23×21）cm，P

7（37×30×26）cm，P8（37×37×20）cm，P9

（29×31×22）cm，PlO（30×25×36）cmを測る。

菱形状プランの内部には中心から1．2×1．5mの

範囲に黒褐色土が堆積し，20～40cm大の石7個と共

に多量の土器片が見られた。黒褐色土の周囲及び下

層にはやや暗い褐色土～明褐色砂質土が堆積していた。

〔出土遺物〕（第10図，第25図）

60は立ち上がりを持つ杯身（山本Ⅳ朝，高広∬A

明），61は長頸壷の頚部である。62は賓で，その場

で潰れた状態で出土している。他に須恵器蛮片（69．

SK13

SK12

－442－
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第22図　SK14

〔出土遺物〕（第10図，第25図）

63は27と同じタイプの杯身である。器肉は厚く蓋受けはつまんで捻り出している。

底部に回転へラ切り痕を残し，内外面共回転ナデのみで調整する。64は高台付杯のロ

ー443－
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縁部であろう065は口縁部に波状文三段を施す大形の婆である。他に須恵器蛮片の），

鉄釘（82），特殊土器片A類がある。

以下1）～19）まで，遺構とその出土遺物について見てきたが・多くの婆や特殊土器類

については複数の遺構及び土層にわたって出土していることがわかった0（第24図．第1表）

遺構中出土の婆は少なくとも15個体は確認されており，□頚部に波状文や竹菅又，

円形浮文などを施した大型のもの（65，67・68，69・73，74），□頚部の短い中型の

もの（70，72主SK－14出土の62のように小型のものなどがある。各個体の詳細

については遺物観察表を後照のこと0特殊土器は18種類22個体以上が確認されている。

註1柳浦俊一「出雲地方における歴史時代須恵器編年試論」恥江考古第3号』1980年

2　島根県教育委員会幅広遺跡発掘誼査報告書」1984年3月

3　山本清仙陰古墳文化の研究」昭和46年7月
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第瑠表　聾及び特殊土器片の出土地一覧表

器　 種 出土遺構及び適構 以外 の出土地

護　　 65 SK－02 ・15

66 iSK－08

SK－02 ・04 ・05 ・06 ・1067

68 SD－02、SK－02 ・町 05 、F 5 ・G 5 区第 3 ～ 4 層

69 S lく－08 ・14

70 SD－02、Sl仁一05

71 SK－02 ・04

72 Sl仁 01 ・02 ・05 ・06 ・10 、F 5 t G 5 区第 3 層

73 SK－04 ・10 ・14

74 SK－01∴ 02 ・05 ・06 ・10

75 S D－02、SK－02 ・15

76 Slく－02、G 6 区第 3 層

77 SK1 05、

78 Slく－02、C 5 ・D 5 区第 2 ～ 3 層

79 SK－14

横　　 瓶　 80 S D－02、SK－05

特殊 土器

A 頬 小 形石棺 、SD－02、SK－01 ・02 ・04 ・05 ・15、池 ノ輿 窯跡 A － 9 区東

側第 4 層 、イガ ラビ遠跡 D － 2 区暗褐色土

B 類 SK－02 ・14 ‾

C 類 SD－02、SK－02 ・10

D 頬 SK－0ト 02 ・10

E 類 Slく－02 ・14

F 類 SK一一02 ・掴

G 類 表 採

H 顆 Slく－01．・04 ・06 ・07

I 癖 SK－0「 02 ・04 ・07

J 類 SIく－0ト 02

K 類 Slf－02 ・07

LJ頸 Sl〈－14

M 類 Slく－0 1 ・02

N 類 G 4 区表土

0 類

P 頬

Q 頸

Slく・一14

SK－02

H 2 区第 2 層上面 、 G 4 区表土及び 第 2 層

ー－ 一一一一一－ 一－ －・・－ ．l‾．・．・．・．‾．R 頸 Sl仁一02 ・07
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（3）特殊土器（A簸～R類）について

A一瑠顛（第25－1図）

円筒棺の蓋である0中心部から端部に向けて放射状に8本の突帯がのびる。これらの

突帯で区画された内側に，直径1cmの円文を竹管状の工具でこれまた放射状に一直線に

押印する0さらに区画内の余白部分についてもやや禾規則に円文を付けて飾っている。

これら縦方向の突帯は，中心部から18～21cm伸びた地点で横方向の突帯を付け，両隣の

縦突帯と結んでいる0しかもこの横突帯は横に一直線ではなく，端部から見ると縦突帯

と接する部分で右手の構突帯が左手の構突帯より約2cm高い，つまり常に中心部に寄っ

ていると言う規則性が指摘できる。これは装飾的な意味あいが強いものといえる。

一つ注意されるのは・縦突帯で区画した中に2区画，間隔の広い区画があり他の区画

に比べ非対称となっている事である0これは縦突帯の粘土紐を張り付けるときに角度を

均等に配分しなかったからであるが，時間的余裕がなかったのであろうか。この広い区

画に槙突帯を当てはめると中央右手に剥離痕が認められ・中央部でどうしても段差を設

けなければならない0恐らくそこから新たに9本目と10本目の縦突帯が始まるものと思

われる。

中心部から構突帯の手前までは回転カキ目調整を施し，構突帯付近から外方に向かっ

ては成形時の格子叩きを残す0内面は総じて円弧叩きである0中心部は非常に硬質な焼

成となっている。

中心部での厚みは2・1cm，端部近くで1・45cmと徐々に薄くなっていく。端部は欠失し

ているが・傾斜しながら下がるものと仮定すれば・直径52cm以上器高17cm以上となる。

風一望頬－①（第25－1図）

円筒棺の身の口縁部付近である0口径は禾明である0日縁端部は丸く仕上げ，外面直

下に長さ1・6cmの上向きの突帯（蓋受部）を横方向に付ける。この横方向の突帯から下

方へ低い縦方向の突帯が付けられ，さらに上の構突帯から9cm下方で左右にやや角度を

もたせて横方向の突帯をつけている0これらの突帯は断面三角状で，幅1．2cm，高さ8

mmを計る。

そしてこの破片では，縦突帯に区分された右側は縦方向の平行叩きをするのみで無文

であるが，左側の上から2区画目には縦方向の平行叩きの後，直径1。皿の円文をまんべ

んなく押印している。

構突帯と縦突帯の交差点の一角には直径3mの小円孔が内面へ向けて上向きに焼成前

穿孔されている。
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第25－2図　特殊土器A類実測図位）　　　人物（C）と馬（5）
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A－2類－④（第25－1図）

円筒棺の身の日録部から体郡上半部にかけての破片である。①と同様に口縁部直下に

は構突帯がまわるが，縦突帯との交差点横には縦方向にこの構突帯（蓋受け部）に円孔

があけられている。2×7mmの楕円形で焼成前の穿孔である。

この蓋受け部の下方には，3cm余り隔てて横突帯が平行に付けられている。この破片

では突帯によって区画された内側は無文様である。

口径は46．6cm，蓋受け部の径は49cm前後となる。

A－2類－④（第25－1，2図）

体部最大径64cmを計る。接合できた披片の内，縦突帯3区画分の斜め又は横方向の突

帯で区画された内区は，全て直径1cmの円文で飾る。左側の内区は無文である。

円文で飾られた内区の内，4箇所には絵画が表現されている。即ち，右上の区画には

右向きの馬が一頭描かれている。（馬1）顔は口の先まで3．6cm，幅1．6C恥胴体の長

さは推定6・5cm・幅1．2cm，脚の長さ約3cm，総高5cm余りを計る。口は真横から見た

形であるが，両目は垂直に付けられ右前方を向いている。目は直径4mmの円形浮文で中

央部に穴を穿つ。耳は長さ1cm，幅は基部で3～4皿，前脚◎後脚ともに「く」の字形

に折れた先端を逆「く」の字に再び折り曲げており禾自然な形状であるが，全体として

は右方へ駆けていく姿を表わそうとしたものと考えられる。口の上には辻金具とおもわ

れる馬具を別の粘土を貼り付けて表現している。

次に・斜め下の区画には左向きの馬が一頭措かれている。（馬2）口は真横から見た

形であるが形は四角でまるで象の鼻のようである。脚先は後方へカーブしており，やは

り走る姿を想起させる。次に，真下の区画には右よりに人物が一人措かれている。（人物

A）奇妙なことに顔は横長の四角形を呈し，2．6×1．6cmを計る。上辺がやや右側に上

がり中央部に直径2皿の円形浮文を2個付けて両目を表す。肩から腕にかけては左右共

に下がり，右腕は肘から下が真下に折れ，その先は自然に消失し，手は明確には表現

されていない。左腕は右腕に比べて太く表現され長いようである。服装については表現

されていない。

次に，「人物A」の区画の右隣の区画に馬が一頭措かれている。（馬3）この馬だけ

は縦方向に描かれており，頭を上方に向ける。頭から尻尾までの長さ9．4。m，高さ5．6

cmを計る。口，目，耳，脚の形状は鳳1）とほぼ同じであり，この馬も駆けている状態を

表したものであろう。

その他，接合しない破片の中に人が馬の手を差し延べている図柄を措いたものが2片
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あり，これら4つの絵画の右側または反対側に位置するものと思われる。

人物（B）と馬（4）

右側に馬，左側に人物を配する。人物は顔の大半を欠き表情を窺うことが出来ないが．

遺存部分が胴部の中心からずれているので馬の方へ顔を向けていたのではないかと思わ

れる。両手は共に馬の目の下の方へ差しのべられているが手先き一の付近ははっきりしない。

両足はハの字に開き，とりわけ右足はくの字に曲がっているから力強くふんばった状

態を表わしている。全体としては馬を前方へひいている状態であろう。

馬は顔を垂直方向に描き上部に長さ9mm，幅5皿，厚み0．2～0．3mmの耳と，その下

方にさしわたし4～5m，厚み約1mmの目を表わし，最下端には角ぼった口を表現して

いる。この破片の厚みは上4～1．5皿を計る。

人物（C）と馬（5）

向かって右側に馬，左側に人物を配する。人物は遺存高10cm，足の長さ5cmを計る。

顔は大半を欠失し，表情は禾明である。首と顔の区別も明瞭ではない。右手は腰に当

てがい，左手はやや下げて馬の顔につけている。右足は先端を尖らせ，つま先を表わし，

左足の上部はほぼ垂直だが，下半部は急に外方へ折れ曲っており極めて不自然である。

馬の方は，顔を正面に向け長さ1cm，幅4mm，厚み1nmの耳を付け，その下に，高さ

1皿，直径4．5～5mmの円文を付けて内側に楕円形の凹み穴をあけて目を表現している。

このような絵画構成は，福島県e清戸迫横穴の壁画に酷似する部分がある。

A－2簸－④（第25－1図）

円筒棺の身の底部である。蓋と同様中心部から突帯が放射状に8本のびる。一部中心

から20cm近く離れて9本目の縦突帯が始まる。そして突帯で囲まれた区画内の中心部に

直径1cmの円文を放射状に一直線に施している。この縦突帯は中心部から20～24cmの所

で構突帯と接続し，以下胴部に続いて次の区画では，円文をくまなく配する部分と全く

無文の区画に分かれている。

この情実帯は，縦突帯と直線的に交叉している箇所もあるが，明らかに段差を設けて

いる箇所もあり，基本的には蓋と同様段差のある装飾的要素が強いものと言えよう。

底部は直径20cmの範囲が平坦である。

B類－a（第25－3図）

四注式の小型陶棺の蓋である。大棟の突帯は基底幅8mm，高さ5mmの丸みを帯びた台

形を呈する。降り棟も同様の形状である。大棟の端部から17cm内側の大棟からこの陶棺

の胎土とは違う別の粘土で文様帯を付けている。即ち，幅1cmの帯を大棟の部分で交叉
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させ，これを端部で合わせ，交叉文を2回繰り返すものである。この文様の対称性から

推定すると．長さ72cm．横幅28cm．高さ29cmとなる。

外面は平行叩きの後，長辺と平行のカキ目調整を施し，内面は円弧叩き，端部近くは

横方向のへラ削り調整，端部は布ナデ仕上げを行う。厚みは1．3cmを計る。

B類－b（第25－3図）

1～4は陶棺の蓋又は身の口縁部である。口縁部は徐々に幅を狭くし，端部は平坦で

ある。端部付近は内外面共に幅1．2～1．4cmにかたり布目痕を残す。端部はナデて消し

ている。3は妻部と平部の境目の降り棟の突貫が付けられている。突帯は幅1cm，高さ

3mmである。5～7は大棟の突帯の部分である。突帯の幅は約1cm．高さ5皿を測る。

外面は突帯の周囲をナデ，その他は平行叩き，内面は円弧叩きで棟の直下をナデている。

8は同一個体の破片だが，別種の粘土と木炭を混合したものを器表面に塗り付けてい

る。暗灰色を呈し．素地の色（淡灰色）とはっきり区別出来る。素地が生乾きになって

から塗った為，収縮率の違いから一部剥離している。どういう文様なのか禾明である。

B類－C（第25－3図）

四注式の小型陶棺の蓋の角部の破片である。外面は横方向の平行叩き，内面は円弧叩

きを施し，身との合わせ目はへラで平坦に切る。降り棟の部分は粘土を幅広に低く張り

付けてナデている。内面にも粘土を補強し，へラ状の工具で横にナデた後，一部を板目

状工具で縦方向にナデている。

C類（第25－4図）

蓋になるか身になるか判然としないが，ここでは一応蓋として説明する。

側部は．高さ26cm，厚み1．5cmを測る。端部はへラ削りによってていねいに調整され

やや丸みをもった断面となっている。外面は横方向の平行叩きで成形した後，ナデてい

る。内面は円弧たたきで成形している。側部と天井部の変換点には厚み3．2cm．幅3cm

の突帯を付け，間隔は禾明だが数箇所にへラで横幅1．6cm，深さ1．2cmの切れ込みを入

れている。縄掛けに用いたのだろう。この突帯の接合部は指で貼付した指押し痕が多数

残っている。天井部は，厚み1．7cmで，外面は2～3mm間隔の荒いカキ目調整を施し，

さらに前述の周縁の突帯から直角方向に，幅3cm，厚み0．6～1．5cmの突帯が数本付け

られている。残存する突帯の間隔は15cmを測るが必ずしも等間隔ではないだろう。側部

の断面はやや外傾気味に立ち上がり，天井部は中央部に向けて隆起している。又，端部

の平面形を見ても平部がほぼ直線であるのに比べて，小口部はやや外方へ開いているこ

とが注意される。
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C類の特徴は天井部の突貫である。これは，C類のモデルとなった原体が恐らく柳行

李のような竹で編んだ箱物であったのだろう0柳行李の主骨や補強材となる部分が，突

帯として表現されているものと思われる。

り顛（第25－5図）

須恵器の大要をつくる要領で底部から胴部をつくり，口縁部はつくらず蓋をしてしま

う0その上で胴部の横腹を決り，取り口をあけている。この口を上部に向けた場合，口

縁部は長辺部で高さ33cm・短辺部では5．5cm高くなり38．5cmとなる。胴部本体の長さは，

胴部中央部に穿孔された円孔（直径1．45cmX1．4cm）を中心とみなせば95。mとなる。

胴部は口縁部から外方へ張り出し，短辺の中央部付近にも円孔（直径1．5。m）がカキ

目の中心とずれる位置に穿たれている。

又・長辺部の底部近い位置には長辺と平行に稜線が付く。この稜線はほぼ左右対称に

あり，底部がゆるやかな丸底を成すものであることから推定すれば，側部短辺の幅は64

～70cm，口縁部幅52cmとなろう。

これに伴う蓋は未確認である。

E類（第25－6図）

口縁端部は丸みを帯びる。端部から3．5cm下方の内面に長さ2．2cm，厚みは基部で3．4

cmのしっかりした突帯を設ける。段と口縁端部の問には直径1cmの円孔を焼成前に穿つ。

以下胴部に向かって広がり，厚み約1．6cmを計る。口縁は正円ではなく隅丸方形となる

もので・破片が少ないので正確とは言いがたいが，円孔を各辺の中央部に想定すれば一

辺38cmという数字が得られる。さらに，角部には上下方向に稜線が認められ底部近く

まで続く0その一部には黒色の顔料が帯状に塗彩されている。底部はやや平坦な丸底を

呈す0又・胴部の稜線以外の器面にも，やはり木灰に粘土を混ぜたものを塗り付けて黒

く発色させ，何らかの文様もしくは具象絵画を描いている。

F類（第25－6図）

小形陶棺の蓋の角部である0妻部と平部は降り棟の稜線によって区切られているが稜

線は突帯ではない。外面は平行叩きの後．構ナデ調整を施している。

内面は端部内部に幅1・3cmの段をつくり，身の受け部としている。段の上部は乱ナデ

で少し挟るような感じで調整され，さらにその上部は円弧叩きのままである。

G類（第25－6図）

蓋の口縁部であるが小片であり，全形は禾明である。外面は平行叩きで成形し，内面

は横ナデで調整している0端部は丸みを帯び・その端部から6．3cm内面に身の受け部に
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第25－7図　特殊土器日額実測図

内面拓本

なると思われる突帯が付けられているが全形は不明である。突帯付近で厚み1．4cmを測

る。全体として中央部に山形に上がっていくが正確な角度は禾明である。胎土は精選さ

れ，焼成は硬い。

H類（第25－7図）

四注式の陶棺の蓋である。四隅は丸い。天井部には幅約3．5C恥　厚み1．4cmの大棟が

取り付く。この大棟から身の接合部の手前にかけて大棟と直角方向に幅3cm，厚み6mm

の突帯が付く。この縦突帯は11cm間隔に5本以上ある。
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身との合わせ部は高さ1．4cm，長さ3．8cmの受け部を形成している。これは本体に粘

土を継ぎ足し平行叩きを施して作っている。蓋の横幅は53．4C恥身の横幅は45。m前後と

なろう。推定復元長1m以上。

l類（第25－8．9図）

1，2は円筒棺の口縁部である。口径紙皿～44cmを測る。外面平行叩き，内面円弧叩

きで円筒を作り・その端部の外側に粘土を継ぎ足し．内側に段を作って口縁部とする。

口縁端部外面は丸みを帯び，一部へラ削りが施されている。端部内面には2cmほどはぼ

垂直に下がった所で幅8mmの斜め方向の段を成す。この段の直下で最も厚くなり2cmを

測る。端部からこの段の下方まではへラ削りを施す。口縁外面直下から1．2～2．2cmの

青黒く発色する色の帯が筆様の道具で塗り付けられている。口縁部の破片は他に2片あ

るがそれらには色帯がない。また外面の一部には円弧叩きが施されており，文様を意識

していると思われる。

3～12までは胴部の破片である。

3は胴まわり推定150cm前後，最大径50cm程の断面楕円形に接合した破片である。棺

の長軸と平行に色帯を2本付ける。色帯の幅は2．4～3．0cm，色帯と色帯の間隔は51．8

cmを測る。色帯問の距離から判断すれば，色帯は3本走っていると考えられるが，3本

目は未確認である。色帯を付けた後，さらに松灰と粘土を混ぜた特殊粘土を塗り付けて

円弧叩きを施し，文様を表現したものが4か所ある。文様①は色帯と交差する帯状の文

様で最大幅4cm，厚み1皿皿弱を測る。色帯の中心から右方へ8cmで幅が狭まり，文様は

そこで終わっている。文様④は色帯の左手に色帯と平行に円弧帯を表現するもので．大

きさは文様①と同一と思われる。文様①と④は繋がるのかどうか禾明である。文様③は

色帯の右方に付けられた円文であり，推定直径8．7誌皿を測る。表面には円弧叩きか非常

に密に施されている。文様④は③のさらに右方に付けられた右上がりの2本の帯状の文

様である。上部の帯は幅2．4～4．0cmを測り，斜め下方にカーブして幅広くなる。下部

の帯はへラの区画線の幅は2．2cm，実際に付けられた粘土の幅は1．6cmと細くなる。両

者は斜め下方で接する可能性が高い。その場合は上段の粘土帯が主帯で，下段のものが

支帯となろう。

4は破片の左側に棺の長軸方向と平行に幅2．8～3．0cmの色帯を付ける。その色帯か

ら約6．2cm離れて文様帯が認められる。円弧叩きや板カキ目は破片の下方にまで及んで

いるが粘土帯は途中で終わっている。帯の幅は1．75cm前後と細く，この破片で見る限り

同一の幅で上方へ続くようである。一方中央の色帯から21．2cm離れて直径8．7～8．9
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cmの円文を施す。その表面には円弧を集中的に叩き付けている。

5は棺の長軸方向に平行した細長い破片である。上方に弧帯が付くが円弧帯にはなら

ず・端部の角が鋭角となっており，幅が狭まらないで端部が斜め方向に切れるものと推

定される。下方の帯は右側で狭まっており，他の円弧帯と同形のものである。

6は左右の円弧帯が両端で合わさり，それによって形成された内側の杏仁形の空白部

に斜格子文を施すものと推定される。左右の円弧帯は端部に近づくにつれてその幅を狭

め，端部で一方の弧帯が重なるのか・連続しているのかは不明である。内側空白部の斜

め格子文はへラでは弧帯が交差するように付けられているが，粘土は必ずしもそうでは

なく・はみでた部分や禾足の部分もある。しかし，本来的には幅約1cmの斜め格子文を

付けようと意識していたものと考えられる。円弧帯は器表面から1m前後盛り上がって

おり，周囲はへラで削り取られている。厚みは1．7～1．8cmを測る。

7は披片の中で文様帯の幅が最も広いもので破断面まで4．5cmある。区画線の外方は

板状工具で余分な粘土を削り取る。円弧叩きは文様帯に集中しているが，外側にも施文

の前段階で若干付ける。厚みは約1．4cmを測る。

8は直線状の文様帯が三叉になる部分である。上方と右方に伸びる帯が下方に伸びる

帯より太く，本体を成す帯と思われ，幅は2．8cmを測る。下方の帯は幅1．0。mを測り細

い0これらの帯はそれぞれがほぼ直角に折れ曲がっている。厚みは約1．3。mを測る。

9は右側に文様を施すが・これが弧帯になるか，略楕円形になるかは禾明である。文

様の幅は破断面まで3．6cm，厚みは約1．5cmを測る。

10は上部にへラで略楕円形状に区画した内側に特殊粘土を塗り付け円弧叩きで調整し

たものである。この円弧叩きは文様の外下方にも直線状にのびて付けられている。厚み

は1．4cmを測る。

11は破片の下部にへラで略楕円形状に区画した内側に特殊粘土を塗り付け．円弧叩き

で調整した文様を施す0さらに一部を板ナデした後，区画線の外側を板状工具でカキ目

調整している。厚みは約1．2cmを測る。

12・13も胴部の破片だが直径0．9～1．2cmの円孔が焼成前に穿たれている。厚みは1．3

～1．5cmを測る。

』類（第25－10図）

隅丸方形又は隅丸長方形の身である0推定器高27cm・一辺の推定差し渡し40～41cm。

胴部断面を見ると下半部から口縁部に向けて内傾し，口縁部は外面をへラで2～3段に

わたって削り取る0底部は曲線を措きながら丸みを帯びた平底を呈する。全体として外
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面は垂直から斜め方向の平行叩き，内面は同心円叩きで成形している。

K類（第25－10図）

円筒棺の蓋である。底部はゆるやかな丸底でカーブしながら立ち上がり口縁直下では

ぼ垂直となる。胴部には輪状の把手が1対つく。把手の上できつい段を設け，口綾部は

内側に引き込んで垂直に延びる。成形は外面平行叩き，内面円弧叩きで行い，日録部は

へラ削り仕上げ・内面の胴部中段付近はカキ目調整を施す。口径34．8。恥推定器高18．6

cmを測る。

』頬（第25－10図）

円筒棺の蓋である。受け部径38cm，器高18．hm。外面は平行叩き，内面は円弧叩きで

成形する。天井部はへラで断面三角状に削り取って，直径12cmの円孔を焼成前に穿つ。

内外面共・下3分の1は構ナデ調整を施し．端部は丸く仕上げる。□縁近くには7皿の

浅い凹文線があり一　それより上の胴部には3本の沈線が回る。

M類（第25－10図）

円筒棺の蓋である。推定器高23．5cm，口径42．’6cm。口縁端部は平坦で天井部中心に向

けて曲線を描きながら内傾する〇日縁端部から10cm上部に下方に垂れ下がった棒状把手

が一対付く。外面平行叩き，内面円弧叩きで成形し，把手から口縁部直上にかけてと天

井部付近を回転カキ目で調整している。把手付近には2本の沈線を施している。

N類（第25－10図）

口縁部外側にへラで切った鋭い段を設けるもの。蓋になるか身になるかは禾明。口縁

端部は水平で幅1・1cm・そこから外下方にはぼ垂直な1．8cmの壁を作り，その下端から

外方へ5mmの平坦部を形成している。以下胴部の厚みは1．8～1．9cmを計る。外面は平

行叩きの後，大半を構ナデ調整している。内面は斜め方向の平行叩きのままである。口

縁端部から7・4cm下方に直径1．8cmの円孔を穿っ。全体としては方形又は長方形の棺で

底部に向けてカーブしながらすぼまる形となろう。実測図では一応身を想定した。

0類（第25－10図）

口径33・2cmを計る。口縁のたちあがりは1．9cmと短く直立し，頚部以下胴部に向けて

広がっていく。破片の先端で直径56cm，遺存長は約54cmを計る。外面は上下方向の平行

叩き・内面は同心円押し当具痕を残す。長さ1m以上の円筒形となるものの底部の有無

については禾面である。

評類（第25－11図）

陶棺又は円筒棺の蓋である。蓋は半円状を呈し，幅2cm余り，厚み0．8cmの縦突帯を
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12～14cm間隔に貼り付けるタイプのもの0縦突帯は身との合わせ目まであって，斜め方

向に面取りされている0縦突帯の横の器面上にへラによる斜めの格子目文が措かれてい

る破片も同一個体であろう0本体の厚みは1・5cmo外面は横方向の平行叩き，内面は同

心円の押し当て具痕を残すo R類とは基本的に同様の作りだが，胎土・焼風色調，細

部の手法に差異が認められ別個体と考えられる。

◎簸（第25－11図）

陶棺又は円筒棺の蓋である。断面は半円状を呈し・厚みは約1cm。天井部から直角方

向に幅約3cm，厚み約0・9cmの縦方向の突帯が身との合わせ目まで続く。さらにこの接

合面と平行して5mm～1cm離れて横方向の突帯がつく○幅2～2．5cm，厚み0．85cmを計る。

外面は横方向の平行叩き・内面は同心円叩きで成形し・突帯周辺はいずれもナデて調

整している。縦方向の突帯の間隔は約15cmである。

R類－①（第25－11図）

陶棺又は円筒棺の蓋である0断面は半円状を呈し，厚み1・3cmを計る。天井部中央に

大棟の突貫が走り・それと直角方向に幅2・0～2・2cm，厚み0．9～1．0cmの縦突帯を等

間隔に貼り付けるタイプになるものと思われる0突帯は身との合わせ目まであって，斜

め方向に面取りされている0外面には横方向の平行叩き，内面には同心円の押し当て具

痕を残す。

R類－④（第25－11図）

①と同一個体と思われる。身との合わせ目を平坦に削り・それと直角方向の面もへラ

で削って平坦面をっくっている0その面に沿うように縦方向の突帯を付ける。突帯の厚

みは1・5cm～1・8cm，幅は2～3・1cmを計る0直角方向2面に平坦面があることは，蓋

を2分作りで左右に分けて作ったことを示している0この2分作りの手法は岡山型の陶

棺の作り方によくある。

－471－



＿∴　∴・

‾‥＋‾l一一1＿＿十十三一一十：

第25－11図　特殊土器P～R類実測図
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3．遺構の検討

1）SD－01

柳浦1式，高広ⅡB嘲頃の完形に近い遺物がまとまって出土しているが，他の遺構群

で多数見られる蛮片や特殊土器片は全く出土していない。

北側のD遺跡は，調査前は古墳の可能性を考えていたのであるが，トレンチ調査の結

果，表土から10～40cmで地山に達し盛土等はなく，遺構は検出されなかった。従って．

この溝状遺構はD遺跡の関連遺構とも考えられない。C遺跡の他の遺構群とはやや異質

なものと言えよう。

2）小形石棺

内径30～70cmと非常に小形であり，墳丘も恐らく作られていないかなり簡略化した埋

葬である。被葬者は幼児であろうか。

3）SD－0　2，SK－01～15

これらの遺構は一部に方形や長方形．円形の痕跡をとどめるものがあるものの変形し

ていたり，全く禾形整で底面の凹凸も激しいものが多い。　　　＼

蛮片，特殊土器類の出土状況を見ると，同一個体片が複数の遺構及び土層にまたがっ

ている。

これらのことからすると．以上の遺構群は，特殊土器や聾を原形のままで棺とするか，

もしくは破片の状態で二次的に利用した埋葬遺構が，ある時期一度に掘り返されて人為

的に変形させられたものであると考えられる。

埋められていた棺や儀式に使われた土器は壊されて．その破片が土壌の内外に散乱し，

次第に埋没していったものであろう。

このC遺跡で，特殊土器や賓を使った埋葬が初めて行われた時期については，共に出

土している遺物のなかに山本編年Ⅳ期の立ち上がりのある蓋杯がかなり見られることか

ら，7世紀前半代としてよいと思われる。存続時間については，8世紀代を通して行わ

れたものであるか．7世紀代に集中して行われ，8世紀代の蓋杯類などはその後のお祭

り用に使われたものと考えるかは議論の分かれるところであるが，特殊遺物の検討をも

含めてまとめのところでふれることにする。

次に，遺構群が掘り返された時期については，C遺跡の発掘成果だけからすれば，S

K－01内の上部堆積土中に13世紀の青白磁片があることから，同時期かそれ以前の時

期を想定できるのであるが，C遺跡の南側の谷にあるイガラビ遺跡，北側の谷にある池

ノ奥窯跡の堆積土中からも特殊土器A類の破片が出土しているので，それらも含めて考
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えてみる。

先ず，イガラビ遺跡D－2区暗褐色土がA類の出土層であるが，この土層中及びこれ

以下の土層を通して最も新しい出土遺物は，亀山焼き系の中世陶器である。このことは

SK－01出土の青白磁片からみて，C遺跡の土壌群がはぼ埋まろうとしている時期に

A類の破片がイガラビの谷に移動したことを示すものである。

叉・池ノ奥窯跡ではA－9区東側第4層灰黄褐色粘土層がA類の蓋の天井部出土層で

ある0この層申からは高広編年Ⅴ闇の遺物を最新のものとし，それ以下の層にもそれよ

り新しい時期のものはないとの発掘成果が出ている○このことはA類の披片が窯跡の谷

に運ばれたのが9世紀中頃から後半にかけてであることを示す。

以上埋葬の存続期間・窯跡の発掘成果等を総合すると，埋葬遺構が掘り返された時

期は8世紀末から9世紀前半代にしぼられてくる。

4）集　石　群

石の分布のやや密な部分と粗な部分があり，並べたり積んだりしたとするには規則制

がないので集石群とした0この集石群の直下で検出されたSK－01，06，07には

同様の石がかなり見られ，SK－10，11にはぎっしりと詰まっていた。

3）のところで述べた通り土壌群は掘り返されたものと考えられるので，この集石群は

もともとの埋葬になんらかの形で使われていたものが投げ捨てられて溜まった可能性を

想定したい。
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種．遺物の検討

特殊土器については，その器形から大まかに3つのタイプに分類できる。（第27図）

第1類型はA，E”I・K、・L・M，0類が該当する。概して直径40～60cm・長さ1m以上

の円筒又は隅丸方形の筒状を呈する棺である。底部は丸底で一方の口を浅鉢又は浅い鍋状

の蓋でふさぐ。A，E．I，0類は本体，K，L，M類は蓋である。

A類には器表面に青黒色の馬と人の絵を，E類にも黒色で馬らしき絵を．I類には円文

や円弧帯，色帯を随所に表現している。これらの文様の付け方は，厚みのあるものは粘土
註1

に松灰を混ぜて塗り付けたもの，薄手のものは松灰だけを指でなぞったものと推定される。

このような手法は日本はもとより全世界的に類例がない。1棺に人物や馬を表現した例は．

岡山県英田郡美作町平福の土師質切妻家形陶棺の妻部に中央の人物が両側の馬に手を差し

のべている文様があるが，これは完全に浮き彫りとなっており本例とは手法が違う。ただ，
註2

「馬の飼育とか使用に関わる人物の棺」と考えられる点では共通性がある。

いずれにしても，他地域に系譜が求められるのではなく，大井地区の工人が独自に発案

したもののようである。

A類に措かれた絵画のうち人物の上方と右手にいる馬は裸馬であって野生馬と見なすこ

とが出来る。それに比べて，右手上方に離れている馬は辻金具だけではあるが一応馬具が

付けられており，人間に使役されている状態を表している。

人が馬に手を差しのべている図柄を措いた二片は横穴の装飾絵画にもみられる通り「駒

索き」の図であって，首長の馬を飼養する集団（馬飼人のような）が，首長の開く祭宴で

自分たちの職掌のシンボルとして駒を索き出し，首長の目の前に連れ出して忠誠を誓うと

いうシーンを表したものと考えられる。

とすると，四角い顔を持つ人物は野生馬を飼養して首長に奉じた馬飼人の長か，ただ単

に牧童の如き存在のいずれかであろう。今一度人物を見てみると，非常に堂々とした正面

姿を思わせるのであって，馬飼人の統率者（馬飼造）と見なすことが可能である。通常で

あれば丸みを帯びた顔になろうが，これは角張った顔というよりは通常でない顔，つまり

儀式，祭礼の折りの人物を表現したものか，既に冥界に入ってしまった人物の姿でも良い

だろう。いずれにしてもこの土器棺に葬られた者である。

土器棺の器表面にこうした絵画が措かれ，一連の時間的な流れ，動きを見出す事ができ

る（第26図）その背景には，被葬者集団が身らの経歴と業績を絵画として表そうとする意

図があったのではないかと思われる。この土器棺は本葬に至るまで統率下の人達に見せて，

力を誇示し，維持せんとしたのではなかろうか。
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第26図　馬◎人による絵画表現の流れ

註3
恐らく100年程後の8世紀前半頃には風土記の塘賭島の項に「即ち牧在り」と記載され

ている通り・現在の申ノ海にある大根島が官営の牧場であったことが知られるのである。

「牧」は続日本紀文武天皇四年（699）三月の条に牧場を定めて牛馬を放つように命令

が出されているから，8世紀初頭には設けられていたと思われる。

「牧」は兵部省に所属し軍団で使用する馬や牛を飼育した放牧場で，その管理組識とし

て牧毎に長一大　主帳一大　群（百頭）毎に牧子二人を置くとある。

大根島は四周を海に閉ざされた孤島であるから牛馬を放牧◎管理するには適している。

官営の牧場となる以前から有力豪族が牧場を設置していたとしてもおかしくはない。

古代において馬に対する信仰としては，神の乗り物であることや，役馬としての良馬を

得ることなどの性格があるが，出雲地方においては土馬と呼ばれる須恵器質の焼き物が多

く作られ，お祭りの道具として使用されたらしい。その時朝は6世紀後半から8世紀まで
註4

続いている。大井の地では須恵器窯でも須恵器と共に焼成されているし，周辺の集落跡で
註5

も多数確認されているから，大井地区を中心に独特の馬信仰があったに違いない。この土

器棺に葬られた人物は，そうした馬信仰一馬の飼育の実態，状況証拠から考えると，「牧」

の管理者であった可能性が高いと思われる。

又，A類には細目の突帯が縦横に貼りついているが，全て直交するのではなく，斜めに

交差した箇所がある。これは技術の椎拙さからくるのではなく，例えば柳行李などをひも

できつく縛った時にできるひものよれが交差角度の違いとなって表れるが，本例では霊魂

を封じ込めるため棺をひもできつく緊縛した状態を表現したものであろう。
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〔第2類型〕

D類　　　〔第3類型〕

第27図　特殊土器の復元想像図による分類
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第28図大井町内出土の特殊土器片実測図

A類のように円文や突帯で飾られた特殊な土器片は，かって2片が採集されていた。

（第28図）内1片は，大井町の郷土史家である野津本吉郎氏によって大井の溜池（具体的
註6

には不明）から採集され，今は島根大学歴史学標本室で保管されている。本体の厚みは1．3

～1・7cm突帯の幅3～3．5cm，高さ1．3～2．1cmのかなり分厚い突帯を付けるもので，

円文も直径1・3cm前後とA類に比べるとひとまわり大きいので別個体と考えられる。

他の1片は野津本宅の裏庭続きの大井1号壇と呼ばれる小規模の石室を有する古墳の石

室入口の床面にセメントで埋め込まれた土器片の中にある。器表面に幅3。皿，高さ1．3～

1・5cmの幅広の突帯があり，それに斜め方向に幅1．1cm，高さ0．5cmの細い突帯が枝分れ

している0平坦面には3種類の円文が付けられている。すなわち，外径1．1～1．2。皿のも

の・0・7～0・8cmのもの・0．6～0．7cmのものである。このような形状のものは調査では

出土していないのでやはり別種のものが付近にあったのだろう。

I類の円弧帯は・当初竜又は蛇のような細長い胴体を持つ動物文と考えたが，頭や脚部
註7

を示す破片がなく確証が得られなかった。一応幾何学的な文様の一部と考えておきたい。

円文は太陽とか月と考えてみたがやはり確証は得られなかった。高句麗の東京城出土の
註8

特殊瓦類のなかに・直径3寸の円文をつける破片があって近似している。

丸底の底部を有し，合蓋の棺は朝鮮半島の百済の中心地である扶余において6世紀中葉
註9

～7世紀中葉にかけて約1世紀の臥発展流行したといわれるが，今のところ日本との関
註10

わりを決定するには禾明な点が多すぎるといわれている。

日本国内では，大阪府堺市陶邑古窯跡群中・栂地区の原山4号古墓出土の「須恵質有蓋
註11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註12

土釜状土器」や兵庫県多紀郡西紀町の沢の浦坪2号墳出土の「砲弾形陶棺」，さらにこれ
註13

と同タイプのものが滋賀県守山市寺山古墳出土品にもあるという。いずれも7世紀代のも
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のであろう。

こうした類例から考えると，本例は畿内方面からの影響が強いものと考えられる。

第2類型としたものはB・C，F，G・軋J，N，P，Q，R類で，基本型は幅28～

45cm・長さ72cm～1m以上　高さ30cmほどの陶棺の変形した箱型で大小がある。

ほとんどの蓋には，大棟と降り棟が突帯で表現されている。これは土師質の亀甲型や切
註14

妻型の陶棺によく表現されている文様であり，畿内又は吉備のいずれかの影響が考えられ

る0身との接合部にもB，C，P類のように平坦合わせになるものと，F．G，H類のよう

に段を設けて身の受け部とするものの2種がある。陶棺の分類では平坦合わせのものは吉
註15

億型，蓋受けのあるものは畿内型といわれる。さらにR類に見られるように蓋を二分作り
註16

していることは吉備型の陶棺作りの特徴である。

第2類型では吉備と畿内の両者の影響があるものと考えられる。又，N類のように印龍

式の合わせ目になるものは案外金属製骨蔵器の影響があるかもしれない。

第3類型はD類のように円筒の胴部の横腹を削りとって広い口を設けるもので極めて特

異な形態のものである。横幅40～70cm，長さ1m近く，高さ27～40cm近くを測る。類例ま

れなものであるが・唯一奈良県生駒郡伏見町宝束の6号横穴から出土した4個の異形陶棺

が似ている。これは全長80cm．最大幅35cmの小型のもので，上部に31×20cmの長方形の孔
註17

をあけており，その部分の蓋がある。まったく同じという訳ではないが円筒の胴部を開口

する手法は同様である。

第1類型は畿内方面からの影響が強く，第2類型は吉備と畿内の両者の影響が強い。第

3類型は類例に乏しいが今のところ畿内の影響にもとづくものと考えておきたい。このよ

うに考えてくると，大井の窯を営んできた須恵器工人たちが，畿内（具体的には堺市陶邑

古窯の工人集団）や吉備（美作や総社付近）と経済軋　文化的交流を深める中でイメージ

を形成し・製作にあたっては大井の工人集団の独特の発想のもとに半ば試作品のような形

で作られたのではないかと考えられる。

註1大谷女子大e中村浩氏，山雲窯元◎石倉一弘氏の御教示による。石倉氏は又，耐火度の低い粘

土（融点の低い粘土）を塗って焼いた可能性をも指摘されている。

2　問壁恵子「切妻家形陶棺－7世紀における地方支配形態推測への一資料－」『倉敷考古館研究

集報第17号』1982年11月

3　加藤義成『出雲園風土記参究』昭和37年11月

4　広江耕史「出雲の土馬」『えとのす16』昭和56年10月

勝部衛『，81第3回ミニ企画展　謎の土馬一県内出土資料から－』玉湯町立出雲玉作資料館編

昭和57年1月
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5　松江市教育委員会『薦沢A遺跡他発掘調査報告書』1988年3月

6　島根県教委e内田律雄氏の御教示による。

7　滋賀県文化財協会e松澤修氏，奈良大。水野正好氏の御教示による。

8　島根県教委。内田律雄氏の御教示による。

9　妻仁求『百済古墳研究』学生社

10　福岡大e小田富士雄氏の御教示による。

11大阪府教育委員会陶邑Ⅱ』昭和52年3月

12　兵庫県教委e市橋重喜「沢の浦坪古墳群」第3回近畿地方埋蔵文化財担当者研究会資料

1985年10月

13　梅原末治「近江囲野洲郡守山町字立入古墳調査報告」『考古学雑誌第7巻第11号』大正6年7月

14　問壁饅子「岡山の陶棺一白猪屯倉への一私見－」『岡山の歴史と文化』藤井駿先生喜寿記念全編

昭和58年10月

15　註14書

16　註14書

17　森本六爾「異形の陶棺を発見したる大和囲生駒郡伏見村費乗字中尾の遺跡について」『考古学雑

誌第14巻第5号』大正13年2月

『伏見町史』

5．小　　　結

遺構の検討の項でも触れた通り，土壌は多数あったがその大半が後世の撹乱を受けて形

状の一定しないものが多く，遺跡の性格については明確にし難い。

しかし，破片となって発見された多くの特殊土器片は，復元すれば円筒棺または陶棺の

類型であることが判明したことから，これら土壌の中にこうした棺が埋置されていた可能

性が高くなった。

大阪府下の特殊円筒棺の中には，陶邑古窯跡群。原山4号古墓出土品などのように丸底

の底部を有し．蓋を付けるタイプの円筒棺があって，C遺跡のものと酷似している。それ

らの示す時期は，ほぼ7世紀代（前半頃が多い）である。

C遺跡の特殊土器以外の蓋杯類は，山本清編年でいうところの山陰Ⅳ靭以降つまり7～

8世紀代のものが大半である。

その頃に一体如何なる理由で焼き物の棺が作られ，使われたのか。今少し詳しく見ると，

外面に粘土に松灰を混ぜたものを塗り付け，馬や人の絵を表現したものや，円文や色帯で

文様を表したものなど他に例を見ないものが多くあり，しかも一つとして同じ形のものが

ない。まるで試作品のようである。こうした独創的な発想をするのは，土器棺としての需

給関係が定まらない以前のことであって，しかも製作者と注文主が非常に緊密な近い関係
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にあったからではないかと思われる。

ご承知の通り，本遺跡は大井古窯跡群のなかに所在し，今回の調査でも本遺跡から谷を

隔てたすぐ北側の山腹に6世紀末～7世紀初頭頃の窯が2基（池ノ奥4，5号窯），9～

10世紀代の窯か1基（池ノ奥6号窯）発見された。この内4号窯の焚口付近から陶棺片が

発見されており，又6号窯では窯道具として使用されたものの中に特殊な陶棺の破片があ

り，灰原からも発見されていることから，周辺の須恵器窯（未確認）で土器類と共にこう

した特殊な棺が焼成されていたことは疑い得ないところである。

これらを製作するに当たっては何らかのモデルがあってのことと思われるが，山陰地方

でも類例がないことからすれば，モデルが身近なところにあったのではなくて，大井の須

恵器製作集団が吉備地方や畿内。陶邑の集団と技術的，文化的交流を深める中で印象を固

め，実際には大井集団の独創力にまかせた部分が大半ではなかったかと考えられる。

こうした棺に納められた人達は論ずるまでもなく，この大井のムラに住み，日常は農業

や漁業を営むかたわら，注文に応じて大量の土器を製作し窯で焼成し，製品として出雲地

方各地へ出荷していた集団の長クラスの人物であろう。

一方では，A類の円筒棺に見られるように馬との関わりが強いことが指摘できる。多数

の良馬を飼育することに成功した馬飼人の長としての性格をそこに認めることが出来る。

C遺跡はそうした種々の性格をもつ管理者の集団墓地であったと推定される。

大井1号墳石室入口土器片
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遺 物

番号 種　 類 形　　 態 法　 量 （cm） 形 態　 e 手 法 の 特 徴 備　　　　　　 考

1 須恵器 高台付杯 屋鷺 19弓 唐芋粘 品還 浮 側に高台 研 ける0
F 3 区表土

2 〝 杯 底 径　　　 7．8 底部片。回転糸切 り後多方向ナデ。 G 2区表土

3 〝 盤 高台径　 14．6 底部片。低 い高台を付 ける。回転糸切 り。 妄孟賢表土，G 4 区

4 〝 高　　 杯 推 定口径　 9十0　 脚部 の四方に切 り込 み様 の透 し。 F 3 区表土

5 〝 短 頸 壷 推定 口径　 6．3 左 哲学 粗 と努讐決主宗 語 蛮 習：最大
H 4 区表採

6 ．陶　 器 窺 推定 口径 2 2．0 底 部片 備前焼， F 3 区
撹乱

7 須恵器 杯　　 蓋 口径　 10．4
器高　　　 3．8

天井部 は丸味を帯 坑　 口縁部 は内湾気味。 F 4， G 3 区
第 2層

8 〝 杯　　 蓋
口径　　　 9．5
器 高　　　 3．9 天井部は丸味を帯び る。外面 に杯身片溶着。 F 3 区，舞 2 層

9 ′′ 蓋 蓋状のものか。回転へ ラ切 り。 C 5 区，第 2 層

10 〝 杯　 身 誌鷺　 冒：g 舅 都 税 ま短 く内傾0 回転 へラ切 り後
E 3 区，第 2層

11 〝 杯　　 身 屋鷺　 §二号
たちあが りは短 く内傾。小形で浅 い。 C 5 区，第 2 層

12 〝 杯　　 身 推 定口径　 8．8 口縁部小破片。たちあが りは短 く内傾 H 3 区，第 2層

1 3 〝 杯　　 蓋 口径　　 10．6 かえ りがつく 。 G 5 区，第 2層

14 〝 杯　 蓋 つまみ経　 3．5 偏平 な輪状っ まみがつ く。 G 3 区，第 2層

15 〝 杯 推定 口径 12．4 口縁部の小破片 。高台付杯 であろうか。 C 4 区，第 2層

16 〝 杯 推定口径 11．0 屈曲 口縁。 D 6 区，第 2層

17 〝 高　　 杯 底径　　　 7．8 脚部片。三方 「段透 し。 F 3 区，第 2層

18 〝
感 底径　　　 5．5 底脚付。円孔の上下 に沈線。 G 3 区，第 2層

19 〝 柑 底径　　　 4．4 口縁部欠損。灰 褐色軟質。 E 3 区，第 2 層

20 〝 短 頸 壷 口径　　　 5．8
口縁部に重 ね焼 の痕跡。完形。 F 3 区，第 2層

21 〝 短　　 壷 胴部最大径
14．6

配 麒 誌 雷撃璃 詣 ㌘，閲 と諒部の
G 3 区，第 2層

2 2 〝 広 口　壷 嚢‰ 1£・ヨ 底部は平 。胴部は丸 く張 る。日録部欠損。 G 3区，第 2層

2 3 〝 長 頸 壷 項部～肩部残存。肩部 に回転へラ削 り。 F 2， F 3 ，G 3 区
第 2 層

24 〝 長 頚 壷 胴部最大径
16．8

肩部 ～休部 2 ～ 2．5 通 苛隔 の回転 カキ目。 F 3 区，第 2層

25 〝 円 面 現 屋筐　 8：ま 班 類 題 硬 上段防 下段四方に
G 3 区，第 2 層

26 〝 平　　 瓶 屋鷺　 5粛 鶉 豊 艶 誹 繕 諦 曹 外面 に黒ずん
G 2 区，第 2 層

27 〝 杯　　 身 屋鷺 ▼ 1告．亨 鼠 聖 畢姦舵 彗了産 鮎 苫芋富㌘側 欄
G 3 区，第 2 層

28 〝 窺 口径　　 22．8 口縁部のみの破片。 E 4 区，第 2 層

29 〝 蛮 肩部 と休部の破片 H 4 区，第 2 層

30 〝 窺 口径　　 55．0 口頚部に雑な波状文を三段 にわた り施 すム C 5 ，D 5 区
第 2 ～ 3 層
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番号 種　 類 形　　 態 法　 量 （cm） 形 態　◎　手 法 の特徴 備　　　　　　 考

31 銅製品 鍍 金 環 餞　 Ⅲ 鍍金部分は側面のみ遺存。 I 3 区，第2層

32 須恵器 杯　　 蓋 屋鷺 1も二？ 天井部回転へラ切り後多方向ナデ G 3 ，H 2区舞3層

33 〝 高台付杯 高台径　　 8．4 品竪栗研 添書題辞 台をやや内側につける0
G 4集石中及び第 3層

34 〝 高台付杯 高台径　 12．0 鮎 弾 き底部瑞近くにつける0 回転糸切り後
I 2 区，第3層

35 〝 録 底径　　　 5．4 台付。肩～休部に刺突文，その上下に沈線。 G 3 区，第3層

36 〝 壷又は瓦泉 席 雛 祭撃 精 霊 切り後多方向ナデ0 G 4 区，第3層

37 〝 長 頸 壷 口径　　　 8．0
器高　　 18．5 胴部は球形，底部は平ら。肩部回転カキ日。 G 3 区，第 3層

38 古　 銭 寛永通宝 直径　　　 2．3 厚み1郡m G 5 区，算3層

39 古　 銭 寛永通宝 推定直径　 2．2 厚み1mm I 2 区，第 3層

40 須恵器 杯　　 身 受部径　 11．4 舵 漕 警欠損0 短く内傾するタイプのも
G 4 区，第 3層

41 〝 杯　　 蓋 口径　　 11．6
かえり径　 9．0

顛 舶 讃 酢 詔 ㌍ つける0
S D －0 1

42 〝 杯　　 蓋 口径　　 12．0
かえり径　 9．2

議 繍 離 掛 溺 撥 つける0 S D －0 1

43 〝 杯 屋鷺 1§二呂 拓 勒 贋 電 報 げ 0 S D －0 1

44 〝 杯 口径　　 10．1
器高　　　 3．6

鮨 晋配 幣 誓急き昌裔 鱗 紆 るめて S D －0 1

45 ′′ 杯 口径　　 10．4 底部へラ切り後。多方向ナデ。 S D －0 1

46 〝 瓦泉l 底径　　　 5．2 譜 幣 票も品 も磁 彗 賢く高台0
S D －0 1

47 〝 長頸 壷 底径　　　 9．0 口頚部欠損。外面回転カキ目。 S D －0 1

48 〝 長 頸 壷 口径　　　 8．0
器高　　 19．8 完形。高台付。項部三条，肩部一条の沈線。 S D －0 1

49 〝 －＝ヒ麗 口径　　 11．8 S D ‘－0 1

50 〝 横　　 瓶 虔筐　 酎 群 行暦 哀監 謂 損
S D －0 1

51 土　　 錘
喜美覆　 箋：星

重さ　 21．7　g
管状。胎土は密で黒褐色を呈す。 S D －0 1附近

52 磁　器 梅　　 瓶 姦巌 具是讐鵠 警告蒜禦 磁の梅瓶0 避 晶孟秦菱準積土

53 須恵器 杯　 ．蓋 口径　　 13．2
かえり径 10．8

焚書 曹 長 票 瓢 回転 S K O l 内　暗褐色土

54 〝 杯 屋鷺 1亘：2 屈曲口縁，底部回転糸切り。 S K O l 内　暗褐色土

5 5 〝 杯　　 身
口径　　　 9．0
隻轟径 1号：芸 髭 鎚 票 誹 ㌘0底部はやや丸味を帯 S K O 2 ．㊤土壌

56 〝 長 項 壷 口径　　　 8．4 頚部に凹線 3条。肩部に回転カキ目 S K O 2　⑥土壊

57 〝 長 頸 壷 口径　　 13．6 完郡 篇譜 窪誌禁面に沈線がめぐる0
S K O 2

58 ／′ 杯 口径　　　 8．5
器高　　　 3．5

矧 禦 靂 肖抜 謂 驚
S K O 5

59 〝 平　 瓶
窮 鱒 警提 琴謂 摘 賦 払 宝

S K O 7
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番号 種　 類 形　　 態 法　 量 （cm） 形 態　 ◎　手 法 の 特 徴 備　　　　　　 考

60 須恵器 杯　　 身
掛 1日

たちあがりは短 く内傾。底部 は丸 い。 S K l＿4

61 〝 長 頸 壷 項 部のみの破片。沈線二条 がめぐる。 S K 1 4

62 〝 蛮 口径　　 16．0
器高　　　 3 3．0

やや小形。外面 は平行叩 きの後回転 カキ目。 S K 1 4

6 3 〝 杯　　 身 誌鷺 1亘：呂 覿 迦 甥 語 編 函 南 画 面
S K 1 5

64 〝 杯 推定 口径 14．0 l口縁部の小破片0 高台付の杯か0 S K 1 5

65 〝 窺 集豆口径 紘 ヨ

l

矯 警賭 脛 講 書讐す0 外面格子状の覇
S K ユ5

66 〝 蛮 休部最大径
9 2．2

i休部のみ残存。 S K O 8，池D 表土
F 3，G 3区，第 2層

67 〝 頭 口径　　 5 6．2 冒慧怒 確 駁 諦 ㌔ 段 の波状文直下 に直径
S K O 2，0 4，0 6，1 0

6 8 〝 窺 休部最大径
53．8

口縁端部を欠 く。 S K O 2 ，0 3
G 3第3凰上面

6 9 〝 蛮 居島 料 琶ヨ：2
口項部に直径 5 mmの竹管文三段 。 S K O 8 ， 1 4

70 〝 窺 屋鷺 ・弘 8
外面平行叩き後回転 カキ目。内面同心 円叩き。 S D O 2

71 〝 窺 休部のみ残存。 S K O 2 ， 0 4

72 〝 窺 口径　　 23．0 S K O l ，0 2，0 6，1 0

73 〝 蛮 口径　　 50．0 口頚部に5 郡郡の竹管文二段 とその上下 に沈線。 S K O 4，1 0， 1 4

7 4 〝 窺 口径　　 40．0 口頭部 に沈状文二段。 S K O l，0 2，0 6，1 0

7 5 〝 窺 休部 と底部 の破片。 S D O 2，S K O 2

7 6 〝 蛮 休部の破片。 S K O 2 ，0 6
G 6第3層

77 〝 蛮 休部の破片。 S K O 5， 池 D

78 〝 窺 休部 の破片。 ∂相 姦 爵 甥 層

79 〝 蛮 体部の破片。 S K 1 4 ，G 4舞 3層
土面

80 〝 横　　 瓶 休部の破片。 S D O 2，S K O 5

81 鉄製 品 不　　 明 S K O 2　①土壌

8 2 〝 角　　 釘 S K 1 5

8 3 〝 〝ナ S K O 8

84 〝 〝 S K O 8

85 〝 〝 G 5 区第 4層上面
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小形石棺（南から見る）
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